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全
国
に
あ
る
薬
学
部
の
多
く
は
医
学

部
薬
学
科
か
ら
派
生
し
て
い
ま
す
が
、

徳
島
大
学
薬
学
部
は
唯
一
工
学
部
の
製

薬
学
科
が
独
立
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、「
薬

を
作
る
こ
と
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
創

立
精
神
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
授
業

が
「
創
製
薬
科
学
入
門
」
で
す
。

授
業
は
薬
の
成
り
立
ち
な
ど
を
学
生

が
自
ら
調
べ
て
発
表
す
る
と
い
う
形
で

進
み
ま
す
。
薬
の
成
分
や
作
用
な
ど
の

基
本
的
な
事
柄
だ
け
で
な
く
、
そ
の
薬

を
誰
が
ど
の
よ
う
に
開
発
し
て
社
会
に

普
及
し
て
き
た
の
か
を
掘
り
下
げ
、
い

わ
ば
〝
薬
の
履
歴
書
〞
を
紐
解
く
よ
う

に
調
査
し
発
表
す
る
こ
と
で
、
薬
の
開

発
が
関
わ
っ
た
研
究
者
の
個
性
と
も
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
や
、
基
礎

科
目
の
重
要
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

発
表
は
3
人
1
組
で
行
わ
れ
、
対
象

と
な
る
薬
は
抗
生
物
質
の
「
ペ
ニ
シ
リ

ン
」
や
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
治
療

薬
の
「
プ
ラ
バ
ス
タ
チ
ン
」、「
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
」
な
ど
回
ご
と
に
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

発
表
は
エ
ン
ト
リ
ー
制
で
希
望
者
が

多
い
場
合
は
選
抜
で
決
ま
り
ま
す
。
人

気
の
あ
る
薬
は
倍
率
が
高
く
発
表
の
機

会
を
逃
す
こ
と
も
。
逆
に
知
名
度
の
低

い
薬
を
選
ぶ
と
発
表
の
チ
ャ
ン
ス
を
得

や
す
い
た
め
、
ど
の
薬
を
選
ぶ
か
チ
ー

ム
同
士
の
戦
略
が
問
わ
れ
る
ゲ
ー
ム
性

も
あ
り
ま
す
。

評
価
に
は
内
容
の
深
さ
・
情
報
の
正

確
さ
に
加
え
、
ス
ラ
イ
ド
の
見
や
す
さ

や
話
し
方
の
工
夫
と
い
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
も
重
視
さ
れ
ま
す
。

発
表
後
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
に
よ
っ
て
理
解
が
一
層
深

ま
り
ま
す
。

授
業
を
担
当
す
る
山
田
先
生
に
よ
れ

ば
、「
こ
の
授
業
は
臨
床
薬
学
コ
ー
ス

と
創
薬
研
究
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
前
の

導
入
教
育
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。
臨
床
の
現
場
で
活
躍
す
る
薬
剤

師
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
も
、
新
し
い
薬

を
生
み
出
す
研
究
が
ど
ん
な
仕
事
か
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
い
学
生
が
多
い
よ
う
で

す
。
臨
床
と
創
薬
そ
の
双
方
の
イ
メ
ー

ジ
を
も
つ
こ
と
が
自
ら
の
進
路
を
考
え

る
土
台
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
薬
学
に

は
有
機
化
学
、
物
理
化
学
、
生
化
学
な

ど
基
礎
科
目
の
知
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

が
、
難
解
な
う
え
に
臨
床
科
目
と
比
べ

て
退
屈
と
感
じ
る
学
生
も
い
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
ら
を
学
ぶ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
、
創
薬
や
研
究
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と

の
こ
と
で
す
。

部活や研究に情熱を注ぎ、有意義な学生生活を送っている様子を取材しました。

　大学院で自然言語処理を研究する西

垣さんは、修士論文のため、レビューから評

価点を予測するシステムを開発しています。

例えば楽天トラベルの場合、楽天トラベル

を通して宿泊した会員が満足度を5段階

で評価し、その平均値が★の数で表示さ

れます。楽天トラベルではコメントを投稿す

ることもでき、★の数やクチコミは他のユー

ザーが宿泊施設や旅行プランを選ぶ際

の参考になり、サービス改善にも役立てら

れています。現在、西垣さんの研究では3

段階評価だと約80％の確率で算出可能。

「さらに精度をあげ、将来的にはSNSの

投稿からも評価点を算出できるようにした

い」と話します。

　修論作成の傍ら、バーやキッチンカー、

　岩本さんは、神経病態解析学研究室に

所属し、パーキンソン病のモデルマウスに

おける精神疾患治療薬の薬効について

研究を進めています。「薬学部では臨床の

機会が少ないため、医学部の脳神経系の

先生方が集まる『脳科学クラスター』や、

徳島大学病院パーキンソン病・ジストニア

治療研究センター副センター長である森

垣龍馬先生（医歯薬学研究部先端脳機

能研究開発分野 特任教授）が主催する

『脳科学サークル』に参加しています。症

例に関する話を直接聞けるのは、研究の

大きな参考になります」と語ります。

　最近では、理工学部 物質機能化学分

イベントなどでのテント販売のアルバイトも。

責任者として売上管理も任されていて、や

りがいを感じているといいます。この他、バ

イクで本州を一周するなど、様々な人と出

会い、そのつながりを大切にして充実した

学生生活を過ごせたという西垣さん。入学

当初から「人より勉強して、人より遊んで、

人より働こう」と決め、行動した結果と振り

返ります。こうした経験をいかし、IT企業の

デジタルマーケティングディレクターの内定

を獲得。また新たな道を歩み始めます。

野の水口仁志教授との共同研究にも取り

組んでいます。「水口先生はもともと脳神

経系の専門ではありませんが、共同研究を

きっかけに脳科学クラスターに参加される

ようになりました。私たちがマウスにマイク

ロダイアリシスの装置を装着し、脳内のド

パミンなどをリアルタイムで測定する作業を

水口先生が担当しています。異分野の研

究室と連携できるのは、徳島大学ならでは

の魅力だと感じています」。現在は、脳科学

クラスターでの研究発表に向け、準備を進

めているとのこと。「将来的には、国際学

会での発表や海外留学にも挑戦してみた

い」と、夢を膨らませています。

大学院創成科学研究科 理工学専攻 博士前期課程 2年  西垣 佑哉 （にしがき ゆうや）
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大学院薬学研究科 薬学専攻 博士課程 1年   岩本 緋天 （いわもと  ひてん）

「人より勉強して、人より遊んで、人より働こう」と決め、
やりたいことを全部やりきった学生生活

「脳科学クラスター」や「脳科学サークル」にも参加
異分野との共同研究も始まり、研究のおもしろさが加速

〝
薬
の
履
歴
書
〞を
辿
り
、成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
で

  

実
感
す
る
研
究
と
基
礎
科
目
の
重
要
性

常三島キャンパス

蔵本キャンパス

西垣さんがアルバイトをしている
『OHANA FOOD TRUCK
（オハナフードトラック）』。ホットドッ
グと阿波尾鶏サンドを販売してい
て、常三島や蔵本キャンパスに
も来ています。

発表が終わるとすぐさま質問が飛び交い、薬の使用感など細かい点も追及が及びます。

取材日は興味のある薬を自分たちでピッ
クアップして発表する「自由課題」の回。
口内炎の薬「オルテクサー」を取り上
げたグループと、アルバイト先で知ったと
いう「塩酸ジルチアゼム」について取り
上げたグループとが発表しました。

昨年は「第 63回日本薬学会・日本
薬剤師会・日本病院薬剤師会中国
四国支部学術大会」に参加。 授業を担当する山田先生。


